
オゾン イオン のパワーで脱臭・除菌
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P1 C

■名称
■型式
■電源/電力

■放電方式

■適用面積
■製品寸法
■本体材料
■製造国
■付属品

トレールフレッシュ
AP-TR-01
DC 3.5V〜5V・AC 400mA
最大消費電力2W
3Dコロナ放電方式
放電電圧6000V
10㎡〜30㎡
W70mm×H170mm×D51mm /180ｇ
ABS樹脂
日本
ACアダプター・USBケーブル
クリーニングブラシ・取扱説明書
使い方ガイド

7㎝

17㎝

5.1㎝



オゾン イオン の力で・・・

は

今、環境や生活習慣の変化により発生する悪臭やウィルス（インフルエンザ・ノロウィルス）、

花粉や微小粒子状物質（PM2.5）などが健康問題の1つとして関心が高まっている中、健康的な

生活には快適空間の確保は必要不可欠です。また、多くのお客様を迎える施設では、お客様へ

快適な空間を提供する事が求められています。普段、居慣れた場所では気づかない事でも、

外から出入りする人にとってはそれがストレスとなっている場合もあります。

あらゆる環境で常に最高の快適・健康的な空間を提供します

健康で快適な空間づくりには、気づく前の対処が重要になります！

気になるニオイを脱臭、ウィルス・雑菌・花粉・PM2.5
などの微小粒子物質も除去し、クリーンな空間を提供します

P2 C
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不動産物件

一般家庭

オフィス

レストラン

娯楽施設

病院

学校・塾

公共施設
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次亜塩素酸とオゾンはどちらも殺菌を目的とした食品添加物として認められているものです。そしてその使用方法は
どちらも強力な殺菌力を持っているので濃度調整が必要になります。最大の違いはケミカルか否かだと考えます。

次亜塩素酸はケミカルなので次亜塩素酸自体の補充かその基となるケミカルの補充が必要です。
オゾンは、空間中にある酸素分子を統合させて一時的にオゾンに変化させて空間中のウイルスや菌などの有機物にア
タックし死滅や不活性化させ酸素分子に戻ります。したがって、次亜塩素酸とは違い殺菌後の残留物はゼロです。

高濃度オゾン発生器は発生器自体が高額になります。オゾンを発生させるロジックはトレールフレッシュと同じ考え
ですが、濃い濃度オゾンを発生させるために基（原料）となる酸素分子（高濃度酸素）を発生時に供給しないといけ
ません。したがって高額な商品になります。
また、高濃度オゾンは人体の目や鼻、喉などの粘膜に覆われているところからアタックしてきますので目を開けてい
られない状況や咳込んでしまう症状になり、非常に危険な状況になってしまいます。しかし考え方を変えれば、上記
の目や喉の症状を発生する前に強いオゾン臭が致しますので、危険な状況を察知してその空間から離れることが可能
になります。したがって高濃度オゾン発生器は人がいないことを確認してから使用するのが一般的になります。ただ
し人がいないところで高濃度オゾン発生器で殺菌はできますが、強いオゾン臭が残り、それを回避するために換気を
して外部からの空気を入れることによってまた、新たなウイルスや雑菌が入り込んでしまう可能性が否めません。
弊社のトレールフレッシュは、ご使用いただく空間に存在する酸素分子を一時的にオゾンに変化させて、ウイルスや
菌などの有機物を死滅、不活性化させ、また元の酸素分子に戻ることを繰り返す仕組みのため、空間の持っている治
癒力補助、促進する機能と言えます。
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この消臭力でレンタル費用を
低価格で抑えられる

低コスト

小型省電力

7㎝×17㎝の大きさで12畳までカバー
インテリアとしても最適

7㎝

17㎝

5.1㎝

メンテナンス

簡単操作 持ち運び可能



図-1 アンモニアの試験結果 図-2 メチルメルカプタンの試験結果

5.試験結果

試験結果を表-1、表-2及び図-1、図-2に示す

表-1 アンモニアの試験結果

測定単位：ppm （）内は0分時を100%とした場合の減衰率

表-2 メチルメルカプタンの試験結果

測定単位：ppm （）内は0分時を100%とした場合の減衰率

経過時間(分）

装置状態

未稼働 15（38%） 13（33%

）
8（21%）

稼働 16（41%

）
10（26%） 8（21%） 3（8%）

経過時間(分）

装置状態

未稼働 5（71%） 5（71%） 5（71%） 4（57%）

稼働 0.5（7%）

試験ボックス写真（左：未稼働 / 右：稼働）

対象機器を試験ボックスで履い、アンモ

ニア およびメチルメルカプタンを添加し

、対象の 検知菅を用いて試験ボックス内

の濃度を測定 し0分時の測定値とした。0

分時の測定値後に 対象機器を作動させ、

経過時間（30、６０、 120、180分）ごと

に試験ボックス内のガス濃 度を測定。ま

た対象機器を作動させずに同様 の試験を

行い対照とした。
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試験結果報告書
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福島県いわき市好間工業団地4-18

TEL0246- 47- 0866
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験結果

試験結果を表 -1、表 -2及び図 -1、図 -2に示

表 -1 アンモニアの試験結果

測定単位：ppm（）内は0分時を100%とした場合の減衰

表-2 メチルメルカプタンの試験結果

測定単位：ppm（）内は0分時を100%とした場合の減衰

アンモニアの試験結果 図 -2 メチルメルカプタンの試験結果
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8（21%）
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10（26%） 8（21%） 3（8%）
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装置状態

未稼働 5（71%） 5（71%
）

5（71%
）

4（57%
）

稼働 0.5（7%
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No.20170225004

ご依頼主

エクレール株式会社様

試験結果報告書

1.試験品

エクレールフレッシュR

2.試験内容

消臭効果試験

3.試験期間

2017/02/17～2017/02/17

4.試験概要および方法

1）試験概要

試験品についてアンモニアおよびメチルメルカプタンの消失効果を検知管法により試験した

。 2）使用機器および試薬

・ 試験ボックス（アクリル製、 50cm×50cm×5 0c m： 1 2 5L、ボックス内部に 6cm角の電動ファン内臓）

・ アンモニア（和光純薬工業株式会社 / アンモニア水 28%特級）を気化させ使用した。

・ メチルメルカプタン（東京化成工業株式会社 / メチルメルカプタンナトリウム 15%水溶液）

に希硫酸を反応させて使用した。

・ アンモニア検知管（株式会社ガステック / No3L）

・ メチルメルカプタン類検知管（株式会社ガステック / No70L）

3）測定方法

・ 試験品を試験ボックスで覆い、アンモニアおよびメチルメルカプタンを添加し、対象の検

知管を用いて試験ボックス内の濃度を測定し 0分時の測定値とした。

・ 0分時の測定直後に試験品を作動させ、経過時間（ 30、 60、 120、 180分）ごとに試験ボックス

内のガス濃度を測定した。また試験品を作動させずに同様の試験を行い対照とした。

株式

保菌検査センター

〒970-1144

福島県いわき市好間工業団地4-18

TEL0246- 47- 0866

発行日： 平成29年3月1日

会社江東微生物研究所

試験ボックス写真（左：未稼働 / 右：稼働）
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3時間稼働後

アンモニア → 8%に減少

未稼働21%に対してその効果を実証

1時間稼働後

メチルメルカプタン → 1%以下に減少
未稼働71%に対してその効果を実証

P8



全ての菌の生菌数が
1以下に減少

4時間稼働後

シャーレに大腸菌、黄色ブドウ菌、緑膿菌、枯草菌の菌液をそれぞれ1ml添加したもの

を試料とし、試験ボックス内に静置し、エクレールフレッシュを稼働後4時間の生菌数

を測定。また、対象機器を稼働させずに同様の試験を実施。

表ー1生菌数測定結果

試菌菌
生菌数

非稼働 稼働

大菌菌 2.2X10

黄色ブドウ球菌 1.9X10

緑膿菌 7.7X10

枯草菌 3.4X10

写真-1 大腸菌（左：非稼働 / 右：稼働）

写真-3 緑膿菌（左：非稼働 / 右：稼働）

写真-2 黄色ブドウ球菌（左：非稼働 / 右：稼働）

写真-4 枯草菌（左：非稼働 / 右：稼働）

No . 2 0 1 7 0 2 2 6 0 0 6

依頼主ご

エクレール株式会社 様

試験結果報告書

〒 970- 1 1 4 4

福 島 県 いわ き市好間工業団地 4- 1 8

TEL 0246- 47- 0 8 6 6

発行日： 平成29年3月1日

保菌検査センター

株式
会社江東微生物研究所

5.試験結果

試験結果を表-1、および写真1から4に示す。

表-1 生菌数測定結果

写真-1 大腸菌（左：非稼働 / 右：稼働）

試 験 菌

生 菌 数

非 稼 働 稼 働

大 腸 菌
2 . 2 × 1 0

黄 色 ブ ド ウ 球 菌
1 . 9 × 1 0

緑 膿 菌 7 . 7 × 1 0

枯 草 菌 3 . 4 × 1 0
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No . 2 0 1 7 0 2 2 6 0 0 6

依頼主ご

エクレール株式会社 様

試験結果報告書

〒 970- 1 1 4 4

福 島 県 いわ き市好間工業団地 4- 1 8

TEL 0246- 47- 0 8 6 6

発行日： 平成29年3月1日

保菌検査センター

株式
会社江東微生物研究所

写真-4 枯草菌（左：非稼働 / 右：稼働）

参考写真 試験ボックス（右：未稼働 / 左：稼働）

Page：4/4

No . 2 0 1 7 0 2 2 6 0 0 6

1.試験品

エクレールフレッシュR

2.試験内容

除菌効果試験

3.試験期間

2017/02/25～2017/02/27

4.試験概要および方法

1）試験概要

シャーレに大腸菌、黄色ブドウ球菌、緑膿菌、枯草菌の菌液をそれぞれ1ml添加したものを試料と

し 試験ボックス内に静置し、試験品を稼働後4時間の生菌数を測定した。対照として試験品を稼働

させずに同様の試験を行った。

2）使用機器および試薬

・ 試験ボックス（アクリル製、50cm×50cm×50cm：125L、ボックス内部に6cm角の電動ファン内

臓）

・ 標準寒天培地（栄研化学）

・ 大腸菌（ NBRC 3972）

・ 黄色ブドウ球菌（ NBRC 12732）

・ 緑膿菌（ NBRC 12689）

・ 枯草菌（ NBRC 13719）

3）測定方法

・ 各対象菌を24時間前培養させた培地からコロニーを掻き取り、滅菌生理食塩水にマクファー

ランド 0.5程度になるように懸濁させた。

・ 上記の懸濁液をさらに1000倍希釈し添加試料（菌液）とした。

・ シ ャ ー レ に 各菌液を1mL添加し、試験品稼働、未稼働のそれぞれの試験ボッ
クス内に静置した。

・ 試料静置直後、一方の試験品を稼働させ室温にて4時間後にそれぞれのシャーレを回収した。

・ 回収したシャーレに10mLの生理食塩水を加えシャーレ内の洗い出しを行い、生菌数確認

の試料とし、混釈培養法により生菌数の確認を行った。

ご依頼主

エクレール株式会社様

試験結果報告書

保菌検査センター

〒 970- 1 1 4 4

福 島 県 いわ き市好間工業団地 4- 1 8

TEL 0246- 47- 0 8 6 6

発行日： 平成29年3月1日

株式
会社江東微生物研究所
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No . 2 0 1 7 0 2 2 6 0 0 6

ご依頼主

エクレール株式会社様
保菌検査センター

〒 970- 1 1 4 4

福 島 県 いわ き市好間工業団地 4- 1 8

TEL 0246- 47- 0 8 6 6

発行日： 平成29年3月1日

株式
会社江東微生物研究所

試験結果報告書

写真-2 黄色ブドウ球菌（左：非稼働 /  右：稼働）

写真-3 緑膿菌（左：非稼働 / 右：稼働）
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日本スギ（Cryptomeria japonica）の成

熟雄花から採集した未精製の花粉を使用

し、対象機器のスギ花粉に対する効果を第

三者検査機関で実証試験を実施。

48時間のシャレー試験で花粉量が 半

分以下に不活性化されました。

オゾンの効果は時間と共に増大します。

さらに時間が経過することで不活性化が進

みこれより大きな効果が期待できます。

Page：1 / 1

No.2019022500

1

5.備考

本試験結果は製品の性能および実際の使用状況下での結果を反映するものではあり
ません。

ご依頼主

エクレール株式会社 様

4.試験結果

直後 オゾン未感作オゾン感作

Cry j1量

*スギ花粉1gあたりのCry j1量（μg/ml）

株式

保菌検査センター

〒970- 1144

福島県いわき市好間工業団地4- 18

発行日： 2019年2月27日

試験結果報告書

1.試験内容

オゾン発生装置（エクレールフレッシュR）のスギ花粉アレルゲンCry j1に対する不活化効果試験

2.試験期間

2019/02/22～2019/02/25

3.試験概要および方法

1 試験概要

オゾン発生装置を設置稼働させた試験ボックス内にスギ花粉を散布させたシャーレを一定時間

静置させた後シャーレを取り出し、シャーレ内に残存するCry j1量をELISAキットを使用し測

定する。

比較対象として試験ボックス内に置かれるシャーレと同量のスギ花粉を散布したシャーレを試験

ボックスの外に静置し直後および試験品と同一時間経過後のCry j1量を測定する。

2 使用機器および試薬

・ 試験ボックス（アクリル製、50cm×50cm×50cm：125L、ボックス内部に6cm角の電動ファン
内臓）

・ オ ゾ ン 発生装置装置（エクレール株式会社供給品）

・ ス ギ 花粉アレルゲン（Cry j1）ELISAキット（ITEA株式会社 / 10204）

・ ス ギ 花粉（ITEA株式会社 / 10204） Lot OTM0206001

3 試験方法

スギ花粉へのオゾン感作方法

① 90Φのプラスティック製シャーレにスギ花粉10mgを秤量し散布させる。

② 試験ボックス内にオゾン発生装置を設置し電源を入れオゾン発生を行う。

③ ②の試験ボックス内に①のシャーレを静置させたものをオゾン感作スギ花粉とし、試験ボックス外

に①のシを静置させたものをオゾン未感作スギ花粉とした。静置時間は48時間とし両者同時刻に

開始とした。

④ 48時間経過後、各シャーレ内のスギ花粉からCry j1を抽出し測定をおこな

スギ花粉からのCry j1抽出方法

• ELISAキットに付属の洗浄液（20倍希釈使用）を使用し、スギ花粉を散布させたシャーレに10ml

を分注し撹拌した後ピペットを使用し洗い出ししながら全量を滅菌スピッツに回収したものを

1,800g×10min遠心分 上清をCry j1測定サンプルとした。

Cry j1測定方法

• ELISAキットに付属の能書通りに使用した。

会社江東微生物研究所

300

200

100

0

C
ry

j1量
(μ
g
/m

）
l

直後

オゾン未感

作オゾン感

作

P10



石炭燃焼

砂塵

工業汚染

自動車排出ガス・ゴミ焼却

バイオマス燃焼

二次無機煙露出

PM2.5より小さなタバコの煙の消煙実験に
おいて、短時間でその効果は実証されました。

PM2.5の有害物質が室内に流入

PM2.5の粒子は非常に小さく軽いため、空気中を長時間漂っています。
その為、屋外の空気が室内に侵入すれば、そのまま有害物質も入ってくるものと考えられます。

は、オゾンとイオンの力で小さく軽い微粒子にも効果を発揮します！

P11

主な有害物質
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